
                      

 
 

総務省 政務三役会議 議事概要 

 

日時：平成２２年１１月２日(火) １４：３０～１５：４０ 

場所：総務大臣室 

議題： 

 （協議事項） 

   ○元気な日本復活特別枠に関する評価会議について 

 （報告事項） 

 ○関西広域連合の設置許可申請について 

 ○公務員の給与決定に関する取扱いについて 

 ○環境自動車税（仮称）に関する基本的な考え方 

 ○特別会計仕分け（交付税及び譲与税、交通安全対策特別交付金） 

  ○準天頂衛星に関するプロジェクトチーム（第２回会合）について 

（その他） 

○「光の道」構想について 
 
 
 

＜主な議論の内容＞ 

○片山大臣から、先週末、沖縄で開催された APEC電気通信・情報産業大臣会合について、

「沖縄宣言」を採択するなど成果も上がり、参加各国にも喜んでいただき、ホスト国

として非常に意義深い会合となったこと、あわせて沖縄県知事、名護市長など地元の

方々に多大なご協力をいただいたことの報告があった。 

○今月上中旬に「元気な日本復活特別枠に関する評価会議」が行う各府省からの要望ヒ

アリングの対応について協議を行った。 

○鈴木副大臣から、関係７府県(滋賀県、京都府、大阪府、兵庫県、和歌山県、鳥取県及

び徳島県)から関西広域連合の設置許可申請があり、速やかな手続を進めるとともに、

厚生労働大臣などに対し協議文書を発出したことなどについて報告があった。 

○鈴木副大臣、内山大臣政務官から、昨日の臨時閣議で「公務員の給与改定に関する取

扱について」及び関係法案（一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改正する法

律案など）が決定されたことについて報告があった。 

○鈴木副大臣から、環境自動車税（仮称）について、先般発表された「自動車関係税制

に関する研究会」からの報告内容等を踏まえ、本日、総務省としての現時点での「基

本的な考え方」を整理し、公表したことについて報告があった。 

 



                      

 
 

○逢坂大臣政務官から、先月２９日に行われた行政刷新会議の特別会計仕分けにおいて、

「地方交付税の制度全体を抜本的に見直すべき」、「交通安全対策特別交付金勘定を廃

止して一般会計に統合すべき」との評価結果となったことについて報告があった。 

○森田大臣政務官から、先月２８日に開催された準天頂衛星に関するプロジェクトチー

ム（第２回会合）について、準天頂衛星の経緯と現状など、同会合の状況についての

報告があった。 

○平岡副大臣から、「光の道」構想に関し、「グローバル時代における ICT政策に関する

タスクフォース」における検討状況等について報告があり、政務三役で自由な意見交

換を行った。 

 

 

以 上 


